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「看護基本技術支援プログラム」が学生の

学習課題と自己学習及び臨地実習へ与えた影響

井上 千晶 。井山 ゆり・吉川 洋子 。長崎 雅子

別所 史恵・秋鹿 都子・松本亥智江 。松岡 文子

概  要

本研究の目的は「看護基本技術支援プログラム」後に行ったアンケート結果から,

学生自身が捉えた学習課題と自己学習への取り組み,実習姿勢や看護実践への影響

を明らかにすることである。その結果,学習課題として,〔看護技術〕,〔 コミュニ

ケーション〕,〔患者理解〕,〔自己の傾向〕の 4つのカテゴリーが抽出できた。また
,

自己学習での技術練習は根拠や手順をおさえた練習をしていた。実習への影響とし

ては,不安の軽減や技術への自信には至っていないが,実習への姿勢や態度,実習

における看護実践に対して,学生の自己評価は高く,全体として学生はプログラム

の影響を肯定的に捉えていることがわかった。

キーワード:看護基本技術,模擬患者参加型教育,臨地実習,学習課題,自己学習

(松岡,2005)な どの成果を得ている。今回は,

I.は じ め に        2005年 度のプログラム実施後に行った学生への

アンケー ト調査から,学生が捉えた学習課題を

我々は,2003年 度より看護実践能力の向上,   明らかにするとともに,プログラムが自己学習

主体的学習への動機づけ,実習へのスムーズな  や実習にどのような影響を与えたのかについて

導入を目的とし, 3年次臨地実習 (以下,実習  検討したので報告する。

とする)前の2年次生に対 し,模凝患者参加型

の看護基本技術支援プログラム (以下,プ ログ        Ⅱ.研 究 目 的

ラムとする)を実施している。このプログラム

は,で きるだけ臨場感のある模擬臨床場面を想   プログラム終了後に学生自身が捉えた学習課

定し学生が実習場にいるかのような状況の中で  題と自己学習への取り組み,実習姿勢や看護実

場面に応じた対応ができるように工夫している。  践の自己評価から本プログラムが自己学習と実

また限られた時間の中でできるだけ多くの看護  習に与える影響を把握する。

技術を学習できるように,同一患者に異なる4

場面を設定し, 1グループ 4人の学生の誰がど        Ⅲ.研 究 方 法

の場面を行うかを当日の実施直前に決め,終了

後に学生,模擬患者,教員が合同で実践をふり  1.研 究対象

かえり,評価をするプログラムである (吉川,   2006年 3月 ,第 3回 「看護基本技術支援プロ

2004)。 実習や技術修得への動機づけと,学生  グラム」に任意で参加 した 3年課程A3-護短期

の能動的学習を促すことをねらって実施してい  大学 2年次生70名 を対象とした。

る。その結果,学生の自己学習を促 し,実習に  2.研 究方法

対する不安の解消や準備に役立っている (吉川,  1)時 期 :2006年 3月 プログラム実施直後と20

2004;井 山,2005)。 自己の課題が明確になる    06年 8月 前半実習終了後 (8科 目中4～ 5

ことで,実習に意欲的に取り組むことができる    科目終了)に アンケー ト調査を実施した。
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2)調査内容

(1)プ ログラム実施直後

プログラム実施で明らかになった学習課題

について自由記載で回答を得た。

(2)前半実習終了後

①プログラム実施後から前半実習終了まで

の実習に対する自己学習の有無とその内

容について選択肢を設け回答を得た。

②実習に向けての意欲や学習課題の明確化

などに関する4項 目,実習での姿勢に関

する2項目,看護技術,患者の個別性の

考慮,コ ミュニケーションなど実習での

看護実践の自己評価に関する21項 目,計
27項 目ついて 5段階 (5:と てもそう思

う, 4:ややそう思う, 3:ど ちらとも

いえない, 2:あ まりそう思わない, 1:

全くそう思わない)で回答を得た。質問

27項 目での信頼性を示すCrOllbachの α

係数は0。 91で あった。

なお,プログラム終了から約 5ヶ 月経

過していることから,プ ログラム以外の

影響も大きく関与すると考え,「プログ

ラムの影響を意識して下さい」との説明

を強調した。

3)倫理的配慮

研究の目的,研究参加の自由,プライバシー

の保護,協力の有無により不利益が生じない

こと,データを目的外に使用しないことを書

面と口頭で説明・依頼し,ア ンケートの提出

により同意が得られたと判断した。アンケー

トは回収箱を設置して回収し,そ の後は速や

かに番号化し保管した。

4)分析方法

(1)自 由記載から,学習課題に関する部分を抽

出し, 3名 の研究者で意味内容を解釈 し
,

類似性によって,サ ブカテゴリー化,カ テ

ゴリー化を行いネーミングした。

(2)ア ンケー トは,「 とてもそう思う」と「や

やそう思う」を『そう思う』とし,「 あま

りそう思わない」と「全くそう思わない」

を『そう思わない』,『どちらともいえない』

の 3段階として単純集計を行った。

(3)自 己学習内容・方法にプログラムの影響が

あるのかを把握するため, χ
2検定を行っ

史恵・秋鹿 都子・松本亥智江 。松岡 文子

た。検定にはSPSSVersion12.OJ for WindO

wsを使用 し,有意水準は5%と した。

Ⅳ。結 果

1.学生の捉えた学習課題 (表 1)

プログラム実施直後のアンケートの回収率は

92%(65名 ),有効回答数62で あった。

学生の学習課題としての記述内容から,〔看

護技術〕,〔コミュニケーション〕,〔患者理解〕,

〔自己の傾向〕の 4つのカテゴリーが抽出され

た。〔看護技術〕では「看護基本技術の手技の

修得」,欧日識の充実・根拠の明確化J,「効率性」,

「応用力・工夫」,「患者の安全・安楽を考慮す

る」,「適切な誘導・説明」の6つのサブカテゴ

リー,〔コミュニケーション〕では「コミュニ

ケーション技術の向上」,「傾聴・共感的対応」,

「否定的な言動への対応Jの 3つ のサブカテゴ

リー,〔患者理解〕は「ケア優先順位の意識」,

「患者の個別性を考慮する」,「患者のセルフケ

ア能力を活用」,「患者の立場・気持ちへの配慮」

の 4つのサブカテゴリー,〔自己の傾向〕では

「自分自身が余裕を持つ」,「自己の傾向をつか

む」の 2つのサブカテゴリーがあった。特に,

技術の向上,技術を行う上での根拠を知る,声
かけの仕方,コ ミュニケーション技術の向上 ,

個別性を考えたケアを提供するなどの記述内容

が多かった。

2.自 己学習と実習への影響

前半実習終了後アンケートの回収率は66%儀

6名 ),有効回答数46であった。

1)事前学習方法 (表 2)

プログラム終了後から今までの実習に関し

て「事前学習をしたかJの 問いに全員が「は

い」と回答した。事前学習をした動機は「プ

ログラムの課題から自分で必要と考えた」と

31名 が回答した。その内容として,患者理解

を深める学習は「実習病棟に合わせて調べた」

37名 ,「実習科目に合わせて復習したJ34名 ,

などが多く「アセスメントの復習」は7名 で

あった。技術の練習方法は「教科書や講義資

料などで根拠や手順をおさえて練習した」38

名,「教員にいわれた技術を練習した」37名 ,

「自分で選択した自信のない技術を練習した」
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表 12005年度プログラム終了後学生の学習課題 (自 由記載) n=62

カテゴリー      サブカテゴリー    抽出数 記述内容 抽出数

看護基本技術の手技の修得 15 基本的技術の手技の復習

すべてのケアにおいて復習をする

移乗方法

点滴について

基本技術をもっとしっかり頭に入れて,実習では確実にする

技術向上

手順を事前に確認しておく

全然技術が身についてないので,い るんなパターンの練習が必要

もっと練習して確実に行えるようになりたい

1

1

2

2

2

3

1

1

1

知識の充実・根拠の明確化 lo 基本的なこと (18Gと 23Gの どちらの針を使用するか等)学びなおさなければならない

根拠付けて学習していかなくては,看護技術は頭に入ってこない

基本的な知識を完璧にする

点滴の滴下数の計算,ル ートのつなぎ方,点 滴 (与薬)について知識をつける

技術を行う上での根拠を知る

なんでもわかったつもりになるのでもっと丁年に勉強が必要

1

1

1

2

4

1看護1支 li 44

効率性 6 効率性

いかに効率よく,経済的にできるかを瞬時に判Lthす る力が必要

物品配置に気をつける

時間をす|ゴやくやること

技術には時間がかかってしまうので線り返しの練習と工夫が必要

1

1

1

2

1

応用力・工夫 6 応用力

患者にあった方法で,その都度相談しながら臨機応変にケアを行う

いろいろなことを想定して行うこと

患者さんの状態・環境に応じたケアを考えること

患者さんのことを一番に考えた方法を工夫する

1

2

1

1

1

患者の安全・安楽の考慮 2 忠者さんにとって安全・安楽を考える

1つ 1つのケアを安楽で安全なケアができるようにする

適切な誘導・説明 5 声かけの仕方

技術の必要性や効果を説明すること

4

1

コミュニケーションオ支術の向上 17 コミュニケーション技術の向上

否定的な言勤への対応 3 息者さんの思いや不安への対応が難しかった

否定的な言葉への対応の仕方

「情けない」といわれたときになんて返していいかわからなかった扉ニラξン23

傾聴・共感的対応 3 病気への不安な気持ちに対して耳を傾けるという姿勢をとる

患者さんの不安の表出を受け止め,共感する

傾聴 共感

ケア優先順位の意識 「いま十」を一番にすべきなのかJと いうことを的確に判断していくこと

個別性の考慮 個別性を考えたケアを提供する

患者さんのニーズを満たしたケアをする

4

1

忠者のセルフケア能力の活用 2 患者さんのセルフケア能力を理解 確認して、できることはしてもらうようにする姿勢をもつ

忠者さんの残存機能を活かすことを考える
患者理解  13

患者の立場・気持ちへの配慮 5 息者の立場にたったケアを考える

患者の気持ちを考えることを大事にする

意見を尊重する

忠者への気配り

気遣いが必要

1

1

1

1

1

自分自身が余裕をもつ 2 落ち着くことが大事

余裕をもって看護技術を行えるようにする自己の傾向 3

自己の傾向をつかむ 1 自分の癖がわかった

21名 ,「プログラムで実施しなかった技術を

練習した」16名 ,「不明な点について教員の

指導を受けた」15名 ,「プログラムで気づい

た課題を練習したJは 12名 であった。「実際

の練習はしていないが,本や講義資料を読ん

で復習した」は6名 と少なかった。

また,事前学習をプログラムの課題から必

要 と考えて行った学生とそうでない学生との

差を見たところ,プ ログラムの課題から必要

と考えた学生の方が「教科書や講義資料など

で根拠をおさえて練習した」と答えており,

有意差が見られた。(p<0.05)

2)実習への影響と自己評価 (表 3)

プログラムの参加が実習へ与えた影響とし
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表 2看護基本プログラム実施後から前半実習までの事前学習動機と学習内容(重複回答) ni46

学習動機

プログラムの課題から自分で必要と考えたから

教員に実習で必要といわれたから

教員に具体的に課題を提示されたから
その他

対
象
理
解
　
一　
　
技
術
練
習

学習内容

プログラムで気づいた課題を意識して練習した

実際の練習はしていないが、看護技術の本や 義資料を読ん

表 3看護基本技術支援プログラム前半実習終了後 学生の自己評価

にあわせて る疾患や治療について調べた

実習科目に合わせて,対象の特性を理解するために講義等を復習した

不明な点について教員に指導を受けた

アセスメントの仕方について復習した

教科書や講義資料などで根拠や手順を押さえて練習した

教員に次の実習で必要性高いといわれた技術を練翌した

すべての看護技術の中から,自分で選択した自信のない技術を練習した
プログラムで実施しなかった技術を練習した

不明な点について教員の指導を受けた

n=46

間  項  目 人数 (%)

そう思う どちらともいえない そう思わない

回

1実習に向けての意欲が高まった

2,実習に対する不安が軽減 した  ‐  | |■  |   ― |

3実習へ向けての課題が明確になった

4技術の実施に積極的に取り組むようになった

5!自 分の技術に自信が持てるよう11なち.た.|■   ―  ■ ― ‐ ■■

6根拠づけて学習するようになった

7技術の実施について事前に手順を確認するようになった

8`根拠を理解したうえでケアを実施するようになった

9,実施する看誰技術の意義と必要性を考えて実施するようになった

10忠者さんの価値観や要望,ど慣を把握し,援助ニーズを考えて実施するよう
になった

11.可能な限り患者の習慣を尊重して,lFl別性に配慮した方法を考えて実施する
ようになった

12技術施行の目的,必要性,期待される結果及び影響について患者の理解状況
にあわせ,説明・同意を得ることができるようになった

13準備,施行後始末の各段階を基本的な法則に基づいて正確に実施できるよう
になった

14技術施行過程において安全を確保しながら実施するようになった

15プライバシーヘの配慮ができるようになった

16不快感を与えないなど安楽を考慮した方法を判断して実施するようになった

17個別性に配慮した方法を考えて実施するようになった

18患者さんの反応を見ながら技術の実施方法を調節するようになった

19,忠 者さんのセルフケア能力を最大限活用することを考えて実施するようになった

20声がけを行いながら実施するようになった

21効率′性を考えて実施するようになった

22.患者さんの話に対して話しやすいように適切な雰囲気づくりをするようになった

23患者さんの気持ちを受けとめる工夫をするようになった

24忠者さんの気持ちを受け止めた対応を考えるようになった

25,忠者さんに今後何かあればいつでも話して欲しいと伝えるようになった

26コ ミュニケーションのとり方を意識するようになった

27カ ンファレンスなどのディスカッションを大切にするようになった

36  78.3%

24   522%

38    82.696

39  ‐84180/O

20  435%

33  7170/O

40   87.0%

42   91,3%

40  13710%

40  137.0%

41  1891%

35  7610/。

34  739%

40   87.0%

44   95,7%

44   95.7%

43   93.5%

44  ‐95.7%

42   91.3%

40   87.0%

36  78.3%

33  717%

37   80.4%

40   37.0%

40   8710%

41   89‐ 1%

41   8911%

10   217%

15   32.6%

8   17.4%

6   13,0%

15  326%

11   2390/0

6   130%

4   870/0

6   1300/O

5   10,9%

3   6.5°/0

9   196%

11   2390/O

5   10,9° /0

1   2.2%

1   22%

3   650/0

2   43%

3   650/O

6   13.00/。

10   217%

13   28.3%

9   196%

6   130%

6   13.0%

5   109%

5   1090/O

0    000/O

7   152%

0   00%

1   2.2%

11   23.9%

2   430/O

0   00%

0   00%

0   00%

1   2.20/O

2   4,3%

2   4,3%

1   22%

0   00%

1   22%

1   2.2%

0   00%

0   00%

1   22%

0   0.0%

0   00%

0   00%

0   0.0%

0   00%

0   0,0%

0   00°/O

0  0 0%
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てたずねた,実習に向けての意欲向上や課題

の明確化,不安の軽減などの 4項 目,実習で

の姿勢に関する2項 目,看護技術,患者の個

別性の考慮,コ ミュニケーションなど実習に

おける看護実践の自己評価に関する21項 目,

の27項 目のうち,Fそ う思うどが 8割以上の

項目は19項 目であった。また,『 そう思う』

が7割以上は25項 目であったことから,プロ

グラムの参加が実習への姿勢や態度,実習に

おける看護実践に対して,全体に高い自己評

価であったといえる。 特に「安楽を考慮し

た方法を判断して実施するようになったJ,

「プライバシーヘの配慮ができた」,「患者さ

んの反応を見ながら実施方法を調節した」,

「患者さんのセルフケア能力を最大限に活用

した」では9割以上が『そう思う』と答え高

い評価であったが,一方「実習に対する不安

が軽減した」の項目では『そう思う』は52.2

%,「 自分の技術に自信が持てるようになっ

たJでは『そう思う』が43.5%で あった。

V。 考 察

プログラムヘの参加後に行った 2度の調査に

より, 8割以上の学生が「課題が明確になった」

とし,学習課題として 〔看護技術〕,〔 コミュニ

ケーション〕,〔患者理解〕,〔 自己の傾向〕の 4

つのカテゴリーが抽出できたことから,プログ

ラムに参加したことで学生は自己の学習課題を

明確に捉えることができたと考える。

課題の 〔看護技術〕の内容としては「看護基

本技術の手技の修得」だけでなく,「知識の充

実 。根拠の明確化」が抽出できたことから,プ
ログラムを通して学生は,知識・根拠と実際の

ケアを結びつけて考えることの必要性を再認識

できたといえる。また,「効率性」,「応用力・

工夫」,「患者の安全・安楽を考慮する」,「適切

な誘導・説明」などが抽出された。これは,学

生同士のロールプレイでは患者役の動きを予測

しやすいが,模擬患者に援助を行う場合には

「患者にあった援助」がその場で求められ,そ
の援助に対しての反応を体験することができる

ために,実際の臨床現場で何が必要とされてい

るかということが講義やロールプレイよりも具

体的に認識することができたためと考えられる。

また,〔 コミュニケーション〕についての学

習課題が多く抽出されたが,こ のことは,模擬

患者の効果として学生はコミュニケーションヘ

の気づきを多くあげた (清水 ,′ 2002)と の報告

に一致する。プログラムにおいて学生は「情け

ないと言われたとき,な んと返していいかわか

らなかった」と記述しており,今 までの学習で

はイメージしにくい否定的言動や予測していな

かった言動への対応にかなり困惑していた。学

生は,患者とのコミュニケーションの体験から,

自己の態度を振り返り患者を理解することから

コミュニケーションの方法を見つけようとして

(岩脇,2003)お り,プログラムの体験を通し

て,自 己のコミュニケーション場面を振り返り,

コミュニケーションを通して得た体験や情報な

どから個人にあったケアをすることの重要性を

学ぶ機会となったと考えられる。

そして,〔患者理解〕 に関する内容として

「ケアの優先順位を意識する」,「患者の個別性

を考慮する」,「患者のセルフケア能力を活かす」,

「患者の立場・気持ちを考慮する」の内容が抽

出できた。模擬患者からのフィードバックは普

段聞くことのできない患者の気持ちを知ること

ができるため,学生は看護実践とは単なる技術

の正確さだけではなく,患者を理解し,患者の

立場や気持ちを考慮するなど,正確な技術と患

者理解が合わさって看護実践となることに改め

て気づくことができたと思われる。

また,〔自己の傾向〕として,「自分自身が余

裕を持つ」,「自己の傾向をつかむ」が抽出され

た。このことからプログラムでは,他者評価の

機会をもっており,そ の影響として自己の傾向

や癖などを知ることにつながると考えられる。

このように,模擬患者参加型の本プログラムの

実施は学生がより実践に向けての具体的な課題

を明確にすることにつながったといえる。

プログラム終了から実習までの自己学習につ

いては,46名全具が学習をしたと答えていた。

その学習内容は実習科目や実習病棟にあわせて

学習を行ったものが,プ ログラムで気づいた課

題について学習した学生よりも多かったが,こ
のことは,プログラム実施後から実習開始まで

の期間が短く,各実習のインターバル期間も短
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いことから次の実習内容以外のことを学習する

余裕は少ないことが要因として考えられる。一

方,看護技術の練習方法は「根拠や手順をおさ

えた」が多くプログラムで明らかになった学習

課題を自己学習に活かすことができたといえる。

しかし,「不明な点について教員の指導をうけ

た」という行動は少なく,自己学習で得た知識

や根拠としたこと,練習での手技が適切である

のかという確認はできていない。学生は指導を

うけることで,自 己理解や目標の明確化を促さ

れ,意欲を継続させるため,学生の自己評価が

効果的に行われているかを検討する必要がある

(坪田,2003)。 そのため,学習が適切であるか

を確認する機会を設けるなど,教員の働きかけ

の方法を考えていく必要があると思われる。

プログラム参加の影響として実習への姿勢や

態度,実習における看護実践に対しての自己評

価のうち27項 目中25項 目において 7割が『そう

思う』と答えていることから,プ ログラムの実

施は実習によい影響があると学生は肯定的に捉

えているといえる。また,特に「可能な限り患

者の習慣を尊重して,個別性に配慮した方法を

考えて実施するようになった」などの患者理解

に関する項目は『そう思う』カミ多く,高い評価

であった。模擬患者参加型学習をした学生は,

しだいに患者にあったケア (援助)を 見出すこ

とができ,臨地実習を通して真の患者像に迫れ

た体験をしていた (加
′X,2006)と の報告にも

あるように,プログラムで明確になった課題が
,

実習につながったと考えられる。さらに,「安

楽を考慮した方法を判断して実施した」,「プラ

イバシーヘの配慮ができた」,「患者さんの反応

を見ながら実施方法を調節した」,「患者さんの

セルフケア能力を最大限に活用した」では 9割

以上が『そう思う』と答え,高い評価であり,

プログラムの実施がこれらのケアの実践につな

がり,自 己評価が向上したと言える。一方 ,

「実習に対する不安が軽減した」,「 自分の技術

に自信が持てるようになった」では『そう思う』

の割合が低 く,今回のプログラムでは不安の軽

減や自信をもつまでには至らなかった。看護技

術は,繰 り返し実施することではじめて自信を

もってできることである。学生にはプログラム

で実施した看護技術はほんの一部であるという

ことや臨地実習では年代や疾患 も様々な患者が

対象となり,求められる知識や技術 も簡単では

ないとの認識があるためだと考えられるが,む
しろ,自 己の看護技術の未熟さや実習で求めら

れるレベルを認識できたことが自己学習への動

機づけとなったのではないかと考えられる。

Ⅵ。結 黙
硼

1.プ ログラムの参加により,学生は自己学習

課題を明確に捉えることができ,自 己学習

に取 り組んでいた。

2。 学習課題としては 〔看護技術〕,〔コミュニ

ケーション〕,〔患者理解〕,〔自己の傾向〕

が抽出され,プログラム参加により根ttlに

基づいた技術,個別性を考慮したケアやコ

ミュニケーションの重要性を認識できてい

た。

3.自己学習への影響として,学生は実習科目,

実習病棟にあわせた学習を行っていたが技

術練習は根拠や手順をおさえることを意識

して練習しており,プログラムでの学習課

題が自己学習につながっていた。しかし
,

教員の指導をうけるという行動は少なく,

知識や根拠としたこと,実際の手技が適切

であるのかの確認はできていない。

4.実習への影響として,不安の軽減や技術に

自信をもつには至っていないがプログラム

の実施は看護実践の自己評価によい影響が

あった。特に「患者のセルフケア能力の活

用」や,「 プライバシーヘの配慮」,「患者

さんの反応を見ながら技術の実施方法を調

節する」,「不快感を与えない安楽なケア」

などにつながっていた。

本研究の限界 と課題

自由記載による学習課題は学生の意見を反映

していると思われるが,前半実習終了後アンケー

トの回収率は低 く,ア ンケー ト内容が全体を反

映 した意見であるとはいいがたい。また,同一

学生の変化を明らかにした評価ではないため ,

プログラムの影響を正確に把握するには至らず

今回のアンケー ト結果からの考察および結論に
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は限界がある。今後,プログラムの学生への影

響を把握するよりよい評価方法を検討する必要

がある。
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The lnfluence of the Basic Ntlrsing SHlls
Support Progrm on le創 伍�ng,

self―le制肛�ng and practicunl for nu4Sing students

Chiaki INOUE,Yuri httwtt Yoko YosHIICA4TA,MaSako NAG帥

Fumie BESSHO,SatOko AIIcA,Ihie MAヽ UMOTO and Ayako MAttUOICA

Abstract

Tlle puttose of tl■ is study was to dariけ tlle induence of'Tlle basic nursing skins

support programi encolnpassing he subieCtS Of learning, se卜 learning and

practicu14J On nurSes. We performed a questionnttre investigation on selected

nursing sttden偽 .For hursing sttdent results regarding the subied Of lettning,

we found ttlat learning can be dass�ed into four cattgottes induding:Nursing

skills, Co■ llnunication skins, Understanding he patient,  and Ser‐ understrallding.

In the second area of nursing studentsl ser‐ learning, we found hat hey under―

stood that tlle practicing of nursing skills needs basic skins learned in the cor―

rect order. As for he inauence of he progra■ l on the nursing studentsI

practicunl, 、ve found that this progra14 WaS a Very good in■ uence for tlle nurs―

ing studen偽' pracucum for all wllo took part in the program.

Key Words and Phrases:basic nursing skills, nursing education wlh a silnulated

patient,pracicum, subiect of learning, ser‐ learning.
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